
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●学校応援団の人たちに学校ファームをトラクターで耕し、耕地づく
りや野菜栽培に関する適切な助言をいただいている。 

●校外の田を借り、指導員の実践的な指導のもと、本格的な田植えや
稲刈りを体験。また、その餅米をバザーの日に合わせ、餅にして販
売している。 

●児童は米や野菜の栽培等の直接体験を通して、植物の生育や農業
体験などについて関心を高めた。また、実際に調理し、食すること
で食育教育のきっかけになった。 

●イネや野菜に関わる生産方法などについて、学校応援団や保護者
の人たちに聞いたり、手ほどきをうけたりしてふれ合うことによ
り、地域の良さについて知り、実感する機会となった。 

●手で苗や稲を植えたり刈ったりするのは大変だった。大変だからこ

そお米を大切にしたいと思った。 

●地域の指導員の方から、作業方法の他に苗に育てるまでの努力やお

いしいお米が育つための工夫について教わり感謝の気持ちが大き

くなった。 

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

第５学年 

 

農業体験活動 


